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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、金融緩和・財政政策等から、企業収益や雇用環境は改善傾向に

ありますが、中国経済をはじめとする海外経済の下振れのリスク等により、先行き不透明な状況で推移しました。

当社グループを取り巻く事業環境は、公共投資関連需要では昨年度に引き続き工事開始の遅延等が顕著となる中、

諸資材やエネルギーコストの上昇の影響もあり厳しい状況で推移しましたが、民間投資関連需要では一部で持ち直し

の動きが見られました。

このような状況に対して、当社グループでは、高付加価値製品の販売拡大による収益力の向上を図ってまいりまし

た。また、諸資材やエネルギーコストの上昇等に対しては、販売価格の是正に努めるとともに収益改善活動等を引き

続き推進し、競争力強化を図ってまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は14,552百万円と前年同期に比べ3.7％の増収となり、営業利益は

856百万円（前年同期比401百万円増加）、経常利益は420百万円（前年同期比137百万円増加）、親会社株主に帰属する

四半期純利益は96百万円（前年同期比1百万円増加）となりました。

当第２四半期連結累計期間のセグメント毎の状況は次のとおりです。

＜特殊鋼線関連事業＞

(ＰＣ関連製品) 公共事業関連では、人手不足による入札不調や用地買収の遅れによる工事開始の遅延等の影響が顕著

となる中、工事発注も出足は低調に推移しました。一方で、民間投資関連では、倉庫物件で工事進捗に遅れが生じた

ものの、マンション向け需要は比較的堅調に推移しました。全体としては、前年同期に比べ販売数量は減少したもの

の、高付加価値製品の増加により売上金額は微増となりました。

(ばね・特殊線関連製品) 自動車産業向けの弁ばね用鋼線（オイルテンパー線）は、国内および中国向けでの販売数量

減を北米向けにてカバーしたため、前年同期に比べ販売数量は減少したものの、前年同期並みの売上金額となりまし

た。また、ＯＡ機器関連製品・家電・弱電向けのばね用ニッケルめっき鋼線は、需要減に伴い販売数量は減少しまし

たが、円安に伴う価格改善等があり、前年同期に比べ売上金額については微減にとどまりました。

　ステンレス鋼線は、主要分野である住宅関連需要での在庫調整等による影響を受け、前年同期に比べ販売数量、売

上金額ともに減少しました。

その結果、特殊鋼線関連事業全体の売上高は7,044百万円と前年同期並みとなり、営業利益は449百万円と前年同期

に比べ219百万円の増加となりました。

＜鋼索関連事業＞

ワイヤロープの国内需要は慢性的な人手不足による工事遅延はあるものの、比較的堅調に推移しました。その結果、

国内向けの販売は前年同期に比べ販売数量、売上金額とも増加となりました。輸出については中国の景気減退はある

ものの円安を背景に前年同期並の売上金額を確保しました。

その結果、鋼索関連事業全体の売上高は6,721百万円と前年同期に比べ4.6％増加となり、営業利益は388百万円と前

年同期に比べ55百万円の増加となりました。

＜エンジニアリング関連事業＞

橋梁・建築向け吊構造用ケーブルの売上金額は前年同期に比べ増加しました。落橋防止ケーブルの売上金額は前年

同期に比べ若干減少しましたが、高速道路の二重安全対策や道路騒音防止関連製品の売上金額は前年同期に比べ増加

しました。

その結果、エンジニアリング関連事業全体の売上高は755百万円と前年同期に比べ44.4％増加となり、営業損益は6

百万円の損失（前年同期は132百万円の損失）となりました。
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＜その他＞

不動産関連事業の売上高、営業利益はそれぞれ31百万円、24百万円と前年同期並みとなりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第２四半期連結会計期間末の財政状態は、前連結会計年度末との比較において、次のとおりとなりました。

　総資産は、525百万円減少の43,672百万円となりました。これは主として投資有価証券の減少によるものです。

　負債は、435百万円減少の24,453百万円となりました。これは主としてその他流動負債の減少によるものです。

　純資産は、90百万円減少の19,218百万円となりました。これは主として利益剰余金の減少によるものです。また、

自己資本比率は36.1％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年３月期の通期の業績予想につきましては、平成27年９月８日に公表いたしました業績予想から変更してお

りません。

　なお、業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　 (会計方針の変更)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年

９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配

株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前

連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,807 8,057

受取手形及び売掛金 8,189 7,820

商品及び製品 3,664 3,699

仕掛品 2,453 2,609

原材料及び貯蔵品 1,835 1,731

繰延税金資産 329 327

その他 575 569

貸倒引当金 △42 △41

流動資産合計 24,813 24,774

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,939 3,851

機械装置及び運搬具（純額） 4,434 4,527

工具、器具及び備品（純額） 164 170

土地 6,031 6,031

リース資産（純額） 68 54

建設仮勘定 306 187

有形固定資産合計 14,945 14,823

無形固定資産 244 257

投資その他の資産

投資有価証券 1,497 1,193

長期貸付金 110 －

繰延税金資産 1,412 1,434

その他 1,215 1,231

貸倒引当金 △41 △41

投資その他の資産合計 4,193 3,816

固定資産合計 19,384 18,897

資産合計 44,197 43,672
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,719 2,745

短期借入金 7,856 7,858

リース債務 33 29

未払費用 1,143 1,108

未払法人税等 309 325

賞与引当金 561 564

その他 1,050 465

流動負債合計 13,674 13,099

固定負債

長期借入金 6,634 6,682

リース債務 50 37

役員退職慰労引当金 53 53

環境対策引当金 9 13

退職給付に係る負債 3,720 3,764

繰延税金負債 454 450

その他 291 351

固定負債合計 11,214 11,354

負債合計 24,889 24,453

純資産の部

株主資本

資本金 8,062 8,062

資本剰余金 6,354 6,354

利益剰余金 2,717 2,657

自己株式 △1,358 △1,359

株主資本合計 15,776 15,715

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 113 74

為替換算調整勘定 195 178

退職給付に係る調整累計額 △225 △194

その他の包括利益累計額合計 82 59

非支配株主持分 3,449 3,443

純資産合計 19,308 19,218

負債純資産合計 44,197 43,672
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 14,027 14,552

売上原価 11,274 11,369

売上総利益 2,752 3,183

販売費及び一般管理費 2,297 2,327

営業利益 454 856

営業外収益

受取利息 23 22

受取配当金 14 17

固定資産賃貸料 16 23

貸倒引当金戻入額 1 0

その他 16 8

営業外収益合計 72 71

営業外費用

支払利息 85 68

持分法による投資損失 67 356

その他 89 82

営業外費用合計 243 507

経常利益 283 420

税金等調整前四半期純利益 283 420

法人税、住民税及び事業税 149 298

法人税等調整額 △6 △23

法人税等合計 142 275

四半期純利益 140 145

非支配株主に帰属する四半期純利益 45 48

親会社株主に帰属する四半期純利益 95 96
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 140 145

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 32 △41

為替換算調整勘定 △1 1

退職給付に係る調整額 35 31

持分法適用会社に対する持分相当額 △5 △17

その他の包括利益合計 60 △26

四半期包括利益 201 118

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 155 73

非支配株主に係る四半期包括利益 45 45
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

１ 前第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注１)

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

特殊鋼線
関連事業

鋼索関連
事業

エンジニ
アリング
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 7,046 6,426 523 13,996 31 14,027 － 14,027

セグメント間の内部売上高
又は振替高

374 115 1 491 － 491 △491 －

計 7,420 6,541 524 14,487 31 14,518 △491 14,027

セグメント損益 230 332 △132 430 23 454 － 454

（注１）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産関連事業であります。

（注２）セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。

２ 当第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注１)

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

特殊鋼線
関連事業

鋼索関連
事業

エンジニ
アリング
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 7,044 6,721 755 14,521 31 14,552 － 14,552

セグメント間の内部売上高
又は振替高

697 210 9 917 － 917 △917 －

計 7,741 6,932 765 15,438 31 15,469 △917 14,552

セグメント損益 449 388 △6 831 24 856 － 856

（注１）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産関連事業であります。

（注２）セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。
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４．参考

平成27年３月期決算及び平成28年３月期通期予想（連結）

（１）業績の概要

（単位：百万円）

平成27年３月期 平成28年３月期 対前年同期比較

第２四半期

実績

通期

実績

第２四半期

実績

通期

予想
第２四半期 通期

売上高 14,027 28,727 14,552 30,000 525 1,272

セグメント別内訳

１．特殊鋼線関連事業 7,046 14,394 7,044 14,500 △2 105

２．鋼索関連事業 6,426 13,016 6,721 13,440 295 423

３．エンジニアリング関連事業 523 1,254 755 2,000 232 745

４．その他 31 62 31 60 － △2

営業利益 454 1,212 856 1,800 401 587

セグメント別内訳

１．特殊鋼線関連事業 230 719 449 900 219 180

２．鋼索関連事業 332 622 388 800 55 177

３．エンジニアリング関連事業 △132 △177 △6 60 126 237

４．その他 23 47 24 40 0 △7

経常利益 283 882 420 1,200 137 317

親会社株主に帰属する四半期(当期)純利益 95 247 96 600 1 352

１株当たり四半期(当期)純利益(円) 1.82 4.74 1.85 11.52 0.02 6.77

（２）設備投資及び減価償却費

（単位：百万円）

平成27年３月期 平成28年３月期 対前年同期比較

第２四半期

実績

通期

実績

第２四半期

実績

通期

予想
第２四半期 通期

設備投資 451 1,228 404 1,450 △47 221

減価償却費 490 988 511 1,040 20 51

（３）キャッシュ・フロー

（単位：百万円）

平成27年３月期 平成28年３月期 対前年同期比較

第２四半期

実績

通期

実績

第２四半期

実績

通期

予想
第２四半期 通期

営業活動によるキャッシュ・フロー 576 2,599 1,239 3,800 662 1,200

投資活動によるキャッシュ・フロー △443 △1,272 △515 △1,850 △72 △577

財務活動によるキャッシュ・フロー △807 △3,027 △175 △1,650 631 1,377

現金及び現金同等物の期末残高 8,529 7,506 8,055 7,806 △473 300

（４）有利子負債及び金融収支

（単位：百万円）

平成27年３月期 平成28年３月期 対前年同期比較

第２四半期

実績

通期

実績

第２四半期

実績

通期

予想
第２四半期 通期

有利子負債 16,589 14,491 14,541 13,200 △2,047 △1,291

金融収支 △47 △109 △28 △100 18 9
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